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主催 プログラム 期間
法政大学における

認定単位数
評価方法

グローバル教育センター 派遣留学

オーストラリア
アメリカ
イギリス

中国
台湾
香港
タイ

マレーシア
ドイツ

オーストリア
スイス
チェコ

オランダ
フランス

デンマーク
イタリア

スウェーデン
イタリア

ベルギー
スペイン

オーストラリア
韓国

ボンド大学、トルーマン州立大学、ベイラー大学、カリフォルニア大学デイヴィス
校、ボイシー州立大学、サンディエゴ州立大学、ガステイバス・アドルファス大
学、ウィスコンシン大学ミルウォーキー校、ミネソタ州立大学マンケート校、ウェ
ストフィールド州立大学、ネバダ大学リノ校、ジョージ・メイソン大学、ウェストチェ
スター大学、シェフィールド大学、リーズ大学、ニューカッスル大学、ブラッド
フォード大学、ロンドン大学バークベック、ロンドン大学東洋アフリカ研究学院、
リヴァプール・ジョン・ムーア大学、セントラル・ランカシャー大学、上海外国語大
学、首都師範大学、國立中山大学、淡江大学、國立政治大学、嶺南大学、タマ
サート大学、チュラロンコン大学、マラヤ大学、ブレーメン大学、ウィーン大学、
サンクトガレン大学、チェコ工科大学、ステンデン応用科学大学、西部カトリック
大学、ヴェルサイユ大学、パリ・シテ大学(旧パリ大学)、ストラスブール大学、サ
ンジェルマン・アン・レー政治学院、オールボー大学、カルロ・カッターネオ大学、
ブレーキンゲ工科大学、ヴェネツィア大学、カレル・デ・グローテ応用科学芸術
大学、ビック大学、コルドバ大学、シドニー大学、アデレード大学、延世大学、徳
成女子大学、ソウル市立大学、建国大学、中央大学、ソウル大学

4～11ヶ月
最大30～60単位
各学生の学生状況による。

現地機関より成績証明書が発行された。

グローバル教育センター 認定海外留学
アメリカ

オーストラリア

ミネソタ州立大学マンケート校
オーストラリア・カソリック大学
ボンド大学

最大30～60単位
各学生の学生状況による。

現地機関より成績証明書が発行された。

グローバル教育センター 短期語学研修
フィリピン

韓国
ラプラプセブ国際大学
建国大学

2～4週間 所属学部に応じ、1～2単位

現地機関より成績証明書が発行された。

シェフィールド大学 3ヶ月

　英語授業を通じ、他国留学生とともにアカデミックな英語力を向上させること
ができた。また、特別カリキュラムによるメディアや社会学に関する英国研究
の双方向的な講義授業の受講や、フィールドトリップを通じ、現地文化に対す
る理解を深めることができた。

現地機関より成績証明書が発行された。

リーズ大学 4ヶ月

　前半のUndergraduate Pres-sessionalと、後半のAcademic English for
Undergraduate Studyの2つの構成となっており、日常レベルの英語能力向上
はもちろん、論文の読み方、図書館・資料の使い方、プレゼンテーションや議
論の仕方など、よりアカデミックで多岐にわたるスキルを習得できた。
また、各個人の目標や興味に応じた選択科目を受講した。

現地機関より成績証明書及び修了証が発行された。

カリフォルニア大学デイヴィス校 4ヶ月

　前半・後半で2つのプログラム構成となっており、前半のCommunication and
Culture Programでは4つのコアクラス（Intercultural Research Project, U.S.
Society and Culture, Listening and Pronunciation,
Everyday Expressions and Idioms）を通じて基本的な語学力向上するとともに、
アメリカ文化への理解を深めることができた。後半のAcademic Engagement
Trackではレベル別クラスに分かれ、語学を集中的に学習した。

現地機関より成績証明書が発行された。

ミシガン州立大学 4ヶ月

　語学授業を通じ、リーディング、ライティング、リスニング、スピーキングのス
キルを向上させた。また、アメリカの社会、文化などの講義科目を受講するこ
とにより、多面的な気づきを得ることができた。

現地機関より成績証明書が発行された。

ボストン大学 4ヶ月

　前半・後半で2つのプログラム構成となり、本学向けのオリジナルプログラム
である前半のPre Courseでは、アメリカ文化・社会に関する授業の受講や洋書
原文の精読、フィールドトリップ、ボランティア活動を行った。後半は外国人留
学向けに特別に編成されたプログラムを受講し、語学力を向上させることがで
きた。

現地機関より成績証明書が発行された。

ヨーク大学 4ヶ月

まずは語学学習（スピーキング、リスニング、ライティング、リーディング、グラ
マー）を行い、語学レベルが向上すると英語圏の大学で学ぶためのアカデミッ
クスキルを中心に学び総合的に語学力を向上させることができた。

現地機関より成績証明書が発行された。

トレント大学 3ヶ月

　レベル応じて各種アカデミックスキル（講義の聴き方、ノートの取り方、ディス
カッション、プレゼンテーション）などを学修した。また、現地到着直後のオリエ
ンテーション等を通じ、留学生や現地の学生との交流の機会を得た。

現地機関より成績証明書が発行された。

ブロック大学 3ヶ月

語学学習（スピーキング、リスニング、ライティング、リーディング、グラマー）に
加え、ビジネス英語、ポピュラーカルチャーなども選択し、語学力を向上させる
ことができた。

現地機関より成績証明書が発行された。

ドイツ ロイファナ・リューネブルク大学 5ヶ月

　プログラム開始から4週間は他の留学生と合同でドイツ語集中講座とオリエ
ンテーションコースを受講し、現地の勉学と生活環境への適応をはかった。こ
の集中講座後は大学が開講する正規の講義科目、語学科目（ドイツ語講座と
「ドイツの文化と社会」と題する講義、「文化と歴史」「政治と経済」「メディアと情
報」「サステイナビリティ」がテーマの講義）を受講し、現地学生とともにアカデ
ミックな学習をすることができた。

現地機関より成績証明書が発行された。

フランス 西部カトリック大学 5ヶ月

　本学独自の2週間のオリエンテーションプログラムを受講後、初級から上級ま
でレベル分けされたクラスにおいて、会話、作文、書き取り、聴き取り、発音、
文法に加えて、選択によって英仏翻訳、仏日翻訳、美術史、哲学、ビジネスフ
ランス語、ヨーロッパの政治、文学、歴史、イメージと文化などを履修した。

現地機関より成績証明書及び修了証が発行された。

中国 上海外国語大学 4ヶ月

午前に精読、会話、聴解を中心とした授業を受け、語学能力を向上させた。午
後には中国文化に関する授業も受講した。さらに中国経済の中心地である上
海での各種見学会、古都・西安、北京への研修旅行も実施し、中国文化への
造形を深めた。

現地機関より成績証明書が発行された。

スペイン バルセロナ大学 5ヶ月

スペイン語の授業の他に、スペイン史、スペイン美術、スペイン地理など幅広
いテーマでスペインに関する知識を深める。
また、カタルーニャ独自の文化を学ぶ授業を受講し、カタルーニャに関する知
識も深めた。

現地機関より成績証明書が発行された。

教育研究活動内容及び成果留学先

派遣先大学では、専攻分野の科目を中心に専攻分野の幅を広げる関連分野の科目も履修する。授業は講義形式だけでなく、ゼミ形式の少人
数のものやProject Based Learning形式のものを必ず履修し、異なる考え方や背景を持つ現地の学生や他の留学生とのディスカッションや相互
学習を重視する。多くの大学では、実務経験のある講師が授業を担当しており、地域企業と共同で新規事業提案をする授業など日本では経験
することが難しい社会と繋がった学びにより、培った知識を知恵に変えることを目指す。その中で、派遣学生は実践的に語学を使用する機会が
得られ、語学力だけでなく本質的なコミュニケーション能力を身に着けることができる。
　また、専攻分野の深化だけでなく、グローバル人材として活躍するために必要とされる広く多角的・学際的な知識や視野を身に着け、異文化
間の考え方の違いを乗り越える理解力と相手に自身の考えを伝えるコミュニケーション能力を養う。事前に学習計画を国際交流課スタッフと所
属学部教員で確認し、現地での履修が本学での学びをさらに飛躍される内容か、学生の将来のキャリアに繋がる内容かを確認する。
留学開始前後にグローバル人材に必要なリテラシーと行動特性を測定し可視化するテストを実施する。結果は担当講師によりフィードバックさ
れ、留学前は留学に対する目標を明確化し、留学後には自身の成長を可視化することで今後のキャリアに活用することができる。また、大学に
も全体データとして提供され、一般学生のデータと比較することで留学が学生に与えた影響の比較を行う。帰国後には派遣留学生全員と個別
面談を行うほか、報告書の提出を義務付けることで、学生の内面の成果も把握する。"

ラプラプセブ国際大学では、Filipino Food Cultureと題しフィリピンの食文化をテーマにした講義がプログラムに組み込まれており、食文化という
身近なテーマを通して異文化理解や多様性について学んだ。
建国大学では、韓国語の学習に加え韓国の政治・経済・文化を学び、実践的に韓国語を使用するスキルや異文化理解力を修得した。実際に、
国会議事堂、企業、博物館訪問を訪問し、韓国についてより実践的に学ぶことができた。
両プログラムとも、帰国後には報告書及びアンケート作成を通じて研修での学びの振り返りを行った。

派遣留学と同じく留学先大学では、専攻分野の科目を中心に専攻分野の幅を広げる関連分野の科目も履修する。授業は講義形式だけでなく、
ゼミ形式の少人数のものやProject Based Learning形式のものを必ず履修し、異なる考え方や背景を持つ現地の学生や他の留学生とのディス
カッションや相互学習を重視する。多くの大学では、実務経験のある講師が授業を担当しており、地域企業と共同で新規事業提案をする授業な
ど日本では経験することが難しい社会と繋がった学びにより、培った知識を知恵に変えることを目指す。その中で、派遣学生は実践的に語学を
使用する機会が得られ、語学力だけでなく本質的なコミュニケーション能力を身に着けることができる。
　また、専攻分野の深化だけでなく、グローバル人材として活躍するために必要とされる広く多角的・学際的な知識や視野を身に着け、異文化
間の考え方の違いを乗り越える理解力と相手に自身の考えを伝えるコミュニケーション能力を養う。事前に学習計画を国際交流課スタッフと所
属学部教員で確認し、現地での履修が本学での学びをさらに飛躍される内容か、学生の将来のキャリアに繋がる内容かを確認する。
　認定海外留学では、留学先の正規授業を履修するために必要な語学要件を満たしていない学生のために、1学期目を付属語学学校にて英
語学習を行う条件付きプログラムも用意している。条件付きのプログラムに参加する学生には、渡航前から留学後の2学期目に向けて英語力を
伸ばすように指導している。
　留学開始前後にグローバル人材に必要なリテラシーと行動特性を測定し可視化するテストを実施する。結果は担当講師によりフィードバックさ
れ、留学前は留学に対する目標を明確化し、留学後には自身の成長を可視化することで今後のキャリアに活用することができる。また、大学に
も全体データとして提供され、一般学生のデータと比較することで留学が学生に与えた影響の比較を行う。帰国後には派遣留学生全員と個別
面談を行うほか、報告書の提出を義務付けることで、学生の内面の成果も把握する。

イギリス

カナダ

国際文化学部 SA

アメリカ

いずれのコースにおいても、帰国後の報告書やミーティングを通
じて、現地で得た学びを発表した。また、各個人でテーマを設定
し、留学先国や地域の歴史・政治・経済・宗教・教育・技術・民
族・文化等に関するレポートを留学先の言語を使用して作成し
た。

通常16単位（最大22単位）
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キャリアデザイン学部 キャリア体験学習（国際） 台湾 元智大学 10ヶ月 2単位×2＝4単位

担当教員が、当該プログラムへの参加姿勢及び春学期に行う事前指導と秋学期に行う事後指導における課題への取組み
等を通して、評価をする。

GIS OAS
アメリカ
イギリス

サンホセ州立大学
サセックス大学

4ヶ月
最大20単位（1セメスター）
各学生の学生の履修状況による。

現地機関より成績証明書が発行された。

経済学部 SA
アメリカ
カナダ

カリフォルニア大学デイヴィス校
ブロック大学

4ヶ月～5ヶ月 最大16単位＋2単位

現地機関より成績証明書が発行された。
また、1学期かけて行う事前指導、留学終了後の事後指導を通じて評価する。

社会学部 SA アメリカ
ボストン大学
カリフォルニア大学サンディエゴ校

2ヵ月～3ヵ月 16単位

現地機関より成績証明書が発行された。
また、事前指導、留学中の中間指導、留学終了後の事後指導を通じて評価する。

情報科学部 SA マレーシア プトラマレーシア大学 4週間 2単位

担当教員が事前ガイダンスの取組姿勢と留学先における学習状況、帰国後に実施する報告発表会の内容をもとに評価す
る。

※本学では、1単位の授業時間を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としている。

（ボストン大学）
前半・後半で2つのプログラム構成となり、本学向けのオリジナルプログラムである前半のPre Courseでは、アメリカ文化・社会に関する授業の
受講や洋書原文の精読、フィールドトリップ、ボランティア活動等を行った。後半は外国人留学向けに特別に編成されたプログラムを受講し、語
学力を向上させることができた。加えて、出発前5日間に渡り「語学研修」（事前指導）、現地で毎月作成する月例報告（中間指導）、帰国後に行
われる帰国後課題や帰国報告会（事後指導）により、留学による16単位の認定がされた。出発8～10ヵ月前にあたる1月にTOEIC IP試験を受検
し、帰国後に再度TOEIC IP試験を受検する。

（カリフォルニア大学サンディエゴ校）
会話力向上を目指すコースと、大学での授業履修を見越したアカデミックなコースが用意され、学生は、各自の語学習得目的に合わせ、履修
することができた。アメリカ文化・社会に関する授業の受講や洋書原文の精読、フィールドトリップ、部活動等を行った他、語学力を向上させるこ
とができた。加えて、出発前5日間に渡り「語学研修」（事前指導）、現地で毎月作成する月例報告（中間指導）、帰国後に行われる帰国後課題
や帰国報告会（事後指導）により、留学による16単位の認定がされた。出発8～10ヵ月前にあたる1月にTOEIC IP試験を受検し、帰国後に再度
TOEIC IP試験を受検する。

本プログラムは、3週間の現地語学学校での語学研修と、提携大学での1週間の講義・演習・実習の2本だてとなっている。
語学研修は、プレイスメントテストを実施し、他国から来ている留学生もいるクラスで、レベルに応じた英語研修を行った。事後に行った学生の
アンケートによると、マレーシアでの語学学校としては数年にわたり最高の賞を受けている語学プログラムで、他国の学生と混じって行った英語
研修はとても有意義なものであったようである。事後に行ったTOEICの点数をみても、100点以上あがった学生も多く、語学研修としては成功し
ていると言えよう。
提携大学での講義・演習・実習も、先方が学生の興味を持ちやすそうなプログラムを組んで下さり、マレーシアに置けるAI研究や、画像処理な
どの講義をうけ、最先端の研究に触れることができた。学生のアンケートにおいても、日本で学習している内容が、世界でも同じように使われて
いることに感動した、世界における最先端の研究を知ることができて刺激になったなどの感想があり、参加学生の今後の研究の刺激になったと
言えよう。

　本プログラムでは留学開始までに英語で専門科目を受講するためのアカデミック・スキルを十分に身に付けた2年次もしくは3年次の学生が海
外の協定校において、前述の多様な分野の科目を受講し、現地の学生とともに4ヶ月から10ヶ月の間、集中的に学ぶことで、論理的・批判的思
考能力、知的枠組みと自由な発想、多文化社会への理解、語学運用能力、表現力とコミュニケーション能力などを養い深めた。
派遣前後にTOEFL-ITPを実施し、英語力の向上を測定している。

現地での活動に必要な最低限の中国語を学んだ。
研修に必要な知識を身につけ、現地台湾の歴史、政治、社会、文化、今後の課題について理解した。
また、本研修を通じて、現代の台湾（LGBTQ、新型コロナウイルス感染症など）について学び、日本と台湾との繋がりや将来について理解を深
めた。

　2プログラム共に、現地機関オリジナルの語学授業と、本学部と現地校のカスタマイズによる授業の二本立てで構成されている。通常の語学
授業については、現地校にてプレイスメントテストを実施の上、レベルに応じたクラスに参加した。
一般の座学授業だけでなく、プレゼンテーションを行う授業等、現地の文化に触れながら活きた英語を学ぶ機会を得た。
加えて、出発前4ヶ月間に渡り実施される「留学準備講座」（事前指導）、現地で毎月作成する中間報告レポート（中間指導）、帰国後に行われる
帰国後レポートや帰国報告会（事後指導）により、留学による16単位に加え、合計2単位が認定された。
出発5～6ヶ月前にあたる10月にTOEIC IP試験を受検し、帰国後に再度TOEIC IP試験を受検する


